
液化石油ガス用検知器基準(KHKS0749)案 資料10

項目名 KHK-S：技術上の基準 KHK-S：検査の方法

1 高分子材料 １ 高分子材料は、難燃性のものあること。 １ ケースの高分子材料はＵＬ規格９４ＨＢ以上の難燃性材料であるこ
とをＵＬの認定証（イエローカード）又は燃焼試験により同等以上の難
燃性を有することを確認すること。

２ 金属材料 ２ 金属材料は耐しょく性のあるもの又は、耐しょく処理を施したもので ２ 金属材料の耐しょく性又は耐しょく処理については、JI S Z 2371
あること。 （2000） 「塩水噴霧試験方法」の3．装置に定める規格に適合する装置

を用い、9．塩水噴霧室の条件に定める規格に適合する塩水噴霧室に
おいて、同規格の塩水噴霧試験方法７．２．１中性塩水噴霧試験に定
める規格に適合する塩水を24時間以上噴霧した後、直ちに水道水で
洗浄し、室温にて約24時間自然乾燥させた後、当該金属材料の表面
を目視（拡大鏡の使用を含む。）により確認すること。

３ 目視及び携帯し操作することにより測定が容易であることを確認す
３ 携帯性 ３ 首掛用又は肩掛用等のバンド及びケース等により携帯ができるも ること。

のであって、かつ携帯状態で測定できること。

４ 労働安全衛生法４４条による検定に合格したもの又は、ＪＩＳ Ｃ
４ 防爆性能（検知部を除く。） ４ 通常の使用状態において、液化石油ガスが着火しない構造である ６００７９－１１（２００４）に規程する本質安全防爆構造であることを確

こと。 認すること。

５ 手動吸引式にあっては、ガス吸入口からスプレー吐出口の間又は、
５ 気密性能 ５ 通常の使用状態において、ガスの通過部分は、気密な構造である 自働吸引式にあっては、ガス吸入口から吐出口との間の気密性能は、

こと。 閉そく圧力１．５倍の負圧力を１分間かけて放置した後０．３ＫＰａ以上
の圧力上昇がないことを確認すること。

６ 作動表示灯 ６ 作動表示灯がある場合にあっては作動状態にあることを確認でき ６ 照度３００ルクスの室内において、通常の携帯状態で作動表示灯の
ること。 点滅が確認できること。

７ 検知部の防爆性能 ７ 検知部は、ＪＩＳ Ｃ ６００７９－０（２００４）（爆破性雰囲気で使用す ７ 検知部を爆発試験器の内部におき、爆発試験器内のイソブタンガ
る電気機械器具 第０部：一般要件）に準ずる構造であること。 スの濃度を一様に３～４％以内の濃度とし、検知部内のガスを爆発さ

せる試験を５秒間隔で連続して１００回行うこと。この間に検知部外の
ガスが爆発せずかつ、検知部に変形等の異常を生じていないことを確
認すること。

８ 液化石油ガス検知器：一般型検知器 ８ 液化石油ガス検知器：一般型検知器は、次の（１）から（１３）までに
よること。

（１） メーター照明灯 （１） メーター照明がある場合にあっては、メーターを読みとることがで （１） 暗室内において、通常の携帯状態でメーターの読みとりができる
きる十分な照度があること。 ことを確認すること。

（２） ガス検知機能以外の機能との組合せ （２） 検知機能以外の機能は、警報機能に限ること。 （２） 目視及び設計図、構造図、製作図等図面により確認すること。

比較-1



項目名 KHK-S：技術上の基準 KHK-S：検査の方法

（３） 指示濃度の精度 （３） 一般型検知器の指示濃度は、イソブタンガスの濃度に対し、± （３） 通電３分後の一般型検知器で、濃度０．２％、０．４％、０．６％、
０．１５％以内の精度でありその最小目盛は、０．１８％以下であるこ １．０％及び１．８％の基準イソブタンガスを測定すること。この場合の
と。 指示濃度は、基準イソブタンガス濃度が１．０％未満のときは、当該基

準ガス濃度の±０．１％以内の範囲、基準イソブタンガス濃度が１．０
％以上のとき、当該基準ガス濃度の±０．１５％以内の範囲 にあるこ
とを確認すること。なお、この測定方法において一般型検知器内のガ
スは、測定ごとに空気置換するものとする。また、指示濃度の精度試
験は、基準イソブタンガス濃度の低濃度から高濃度へ測定し、更に高
濃度から低濃度へ測定するものとする。また、最小目盛は、イソブタン
ガス濃度において、０．１８％以下であることを目視により確認するこ
と。

（４） 警報性能 （４） 警報機能を有するものにあっては、液化石油ガスの爆発下限界 （４） 警報は、基準イソブタンガスの濃度が０．２％以上０．４％以下で
の１／４以下の濃度で警報を発しはじめること。 確実に警報を発することを確認すること。

（５） ゼロ点の安定度 （５） 一般型検知器の指針の零点は、液化石油ガスを検知したことに （５） （３）の指示濃度の精度試験の後、一般型検知器内のガスを通
より、著しく変動しないこと。 常の操作方法により排除し、通電状態で１０分間放置後、ゼロ点の移

動が±０．０５％以内であることを確認すること。

（６） 衝撃の影響 （６） 通常の使用状態での衝撃に耐えること。 （６） コンクリート床上に厚さ３０ｍｍのスギ板又は松板をおき、作動
状態の一般型検知器を高さ１００ｍｍからメーターのある面を除く３方
向について各１回づつ落下させた後、ただちに濃度が０．４％及び１．
０％の基準イソブタンガスにより１０の指示濃度の精度試験を行い確
認し、更にその構造は衝撃試験により変形等の異常がないことを確認
すること。

（７） 温度の影響 （７） 一般型検知器の性能は、通常の使用環境における温度変化に （７） 温度による影響は次のイ及びロに定める方法により確認するこ
より支障を生ずることのないこと。 と。

イ 温度を５０℃から５５℃の間に設定した恒温槽内に一般型検知器を
入れて１時間放置後、温度が５０℃から５５℃の間で濃度が０．４％及
び１．０％の基準イソブタンガスにより（３）の指示濃度の精度試験を行
うこと。この場合の指示精度は、基準イソブタンガス濃度が０．４％の
とき、当該ガス濃度の±０．１％以内の範囲、基準イソブタンガス濃度
が１．０％のとき、当該ガス濃度の±０．１５％以内の範囲にあることを
確認すること。

ロ 温度を－２０℃から－２５℃の間に設定した恒温槽内に一般型検
知器を入れて１時間放置後、温度が－２０℃から－２５℃の間で濃度
が０．４％及び１．０％の基準イソブタンガスにより１０の指示濃度の精
度試験を行うこと。この場合の指示精度は、基準イソブタンガス濃度
が０．４％のとき、当該ガス濃度の±０．１５％以内の範囲、基準イソブ
タンガス濃度が１．０％のとき、当該ガス濃度の±０．２％以内の範囲
にあることを確認すること。
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比較-3

項目名 KHK-S：技術上の基準 KHK-S：検査の方法

（８） 湿度の影響 （８） 一般型検知器の性能は、通常の使用環境における湿度の変化 （８） 常温で湿度を８５％に設定した恒温槽内に一般型検知器を入れ
により支障を生ずることのないこと。 て１時間放置後、濃度が０．４％及び１．０％の基準イソブタンガスによ

り（３）の指示濃度の精度試験を行うこと。この場合の指示精度は、基
準イソブタンガス濃度が０．４％のとき、当該ガス濃度の±０．１％以
内の範囲、基準イソブタンガス濃度が１．０％のとき、当該ガス濃度の
±０．１５％以内の範囲にあることを確認すること。

（９） ガス検知速度 （９） 液化石油ガスを吸引し、検知するまでの時間は３秒以内であるこ （９） 自働吸引式にあっては、長さ１ｍ（内径３～４ｍｍ）のガス導入管
と。 により、濃度が０．２％の基準イソブタンガスを吸引し検知するまでの

時間を測定する。これを３回行い、いずれも３秒以内であること。また
スプレー吸引式にあっては、スプレーを２回押し、検知するまでの時間
を測定する。これを３回行い、いずれも３秒以内であることを確認する
こと。

（１０） 電源電圧変動の影響 （１０） 一般型検知器の性能は、電源電圧が変動した場合において支 （１０） 使用電源の定格電圧の＋１０％及び－１０％の２種の電圧を端
障のないこと。 子に直流電源装置で与え、濃度が０．４％及び１．０％の基準イソブタ

ンガスにより１０の指示濃度の精度試験を行うこと。この場合の指示精
度は、基準イソブタンガス濃度が０．４％のとき、当該ガス濃度の±０．
１％以内の範囲、基準イソブタンガス濃度が１．０％のとき当該ガス濃
度の±０．１５％以内の範囲にあることを確認すること。

（１１） （３）の指示濃度の精度試験に合格した一般型検知器を試験そ
（１１） 安定性 （１１） （３）に定める性能は、安定しているものであること。 う内の基準イソブタンガス濃度が０．５％以上１．０％以下の雰囲気内

に１日７時間作動状態で２日間放置し、その間、毎日２回１０の指示濃
度の精度試験を行うことにより、確認すること。

（１２） 検知部の交換 （１２） 検知部の交換は容易であること。 （１２） 検知部の交換は、検知部の着脱が容易であるこを確認するこ
と。

（１３） 表示 （１３） 一般型検知器の見やすい箇所に次の事項が容易に消えない （１３） 目視により確認すること。
方法で表示されていること。

イ 名 称
ロ 型式名（ 型）
ハ 製造番号
ニ 製造年月 年 月
ホ 製造者名

９ 液化石油ガス検知器：簡易型検知器 ９ 液化石油ガス検知器：簡易型検知器は、次の（１）から（９）までによ
ること。

（１） インジケーター照明灯 （１） インジケーター照明がある場合にあっては、インジケーターを読 （１） 暗室内において、通常の携帯状態でインジケーターの読みとり
みとることができる十分な照度があること。 ができることを確認すること。



比較-4

項目名 KHK-S：技術上の基準 KHK-S：検査の方法

（２） 検知性能 （２） 簡易型検知器の検知性能は、爆発下限界の１／４以下の濃度の （２） 検知性能は次のイ及びロに定める方法により確認すること。
イソブタンガスを検知し、音、光、指針、その他の方法により表示する
機能を有すること。

イ 指針を有するものにあっては通電３分後に次に適合することを確認
すること。

ａ 指針目盛は爆発下限界値の１／１０以下であること。

ｂ 濃度０．１８％のイソブタンガスにより指針が作動する
こと。

ｃ 濃度０．１８％のイソブタンガスを測定したとき指示濃
度は０．１８％±０．１以内の範囲にあること。

ロ 指針を有しないものにあっては通電３分後に濃度０．１８％のイソブ
タンガスを検知し、音、光、その他の方法により表示することを確認す
ること。

（３） 衝撃の影響 （３） 通常の使用状態での衝撃に耐えること。 （３） コンクリート床上に厚さ３０ｍｍのスギ板又は松板をおき、作動
状態の簡易型検知器を高さ１００ｍｍからメーターのある面を除く３方
向について各１回づつ落下させた後、ただち９の検知性能試験を行い
確認し、更にその構造は衝撃試験により変形等の異常がないことを確
認すること

（４） 温度の影響 （４） 簡易型検知器の性能は、通常の使用環境における温度変化に （４） 温度による影響は次のイ及びロに定める方法により確認するこ
より支障を生ずることのないこと。 と。

イ 温度を５０℃から５５℃の間に設定した恒温槽内に簡易型検知器を
入れて１時間放置後、温度が５０℃から５５℃の間で（２）の検知性能
試験を行い確認すること。

ロ 温度を－２０℃から－２５℃の間に設定した恒温槽内に簡易型検
知器を入れて１時間放置後、温度が－２０℃から－２５℃の間で（２）
の検知性能試験を行い確認すること。

（５） 湿度の影響 （５） 簡易型検知器の性能は、通常の使用環境における湿度の変化 （５） 常温で湿度を８５％に設定した恒温槽内に簡易型検知器を入れ
により支障を生ずることのないこと。 て１時間放置後、（２）の検知性能試験を行い確認すること。

（６） ガス検知速度 （６） 液化石油ガスを吸引し、検知するまでの時間は３秒以内であるこ （６） 自働吸引式にあっては、長さ１ｍ（内径３～４ｍｍ）のガス導入管
と。 により、濃度が０．１８％の基準イソブタンガスを吸引し検知するまで

の時間を測定する。これを３回行い、いずれも３秒以内であること。ま
たスプレー吸引式にあっては、スプレーを２回（ただし、指動式にあっ
ては毎秒３回で延べ９回とする。）押し、検知するまでの時間を測定す
る。これを３回行い、いずれも３秒以内であることを確認すること。



比較-5

項目名 KHK-S：技術上の基準 KHK-S：検査の方法

（７） 電源電圧変動の影響 （７） 簡易型検知器の性能は、電源電圧が変動した場合において支 （７） 使用電源の定格電圧の＋１０％及び－１０％の２種の電圧を端
障のないこと。 子に直流電源装置で与え、（２）の検知性能試験を行い確認すること。

（８） （２）の検知性能試験に合格した簡易型検知器を試験槽内の基
（８） 安定性 （８） （２）に定める性能は、安定しているものであること。 準イソブタンガス濃度が０．５％以上１．０％以下の雰囲気内に１日７

時間作動状態で２日間放置し、その間、毎日２回９の検知性能試験を
行うことにより確認すること。

（９） 目視により確認すること。
（９） 表示 （９） 簡易型検知器の見やすい箇所に次の事項が容易に消えない方

法で表示されていること。

イ 名 称
ロ 型式名（ 型）
ハ 製造番号
ニ 製造年月 年 月
ホ 製造者名


